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⑴ 概要

建物の解体や将来的な公共施設の建替・改修に加え、突発的な事態が発生した場合も、公共施設の整備等にかか
る財源を確保することを目的として、公共施設保全基金に積み立てを行うもの

⑵ 基金充当想定事業

・ 予防保全に係る事業
・ 公共施設の解体に係る事業
・ 集約化等のうち、更新又は改修に係る事業

⑶ 財源

財産貸付収入

⑷ 積立額

9,000万円

⑸ 財源内訳

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

千円
90,000

千円
－

千円
－

千円
－

千円
－

千円
90,000

【将来の公共施設の建替・大規模改修の試算（一般財源ベース）】

予 算 説 明 書 事 業 名 補正額
ページ 款 項 目 番号
２６〜２７ ２

総務費
１

総務管理費
６

財産管理費 １-１ 基金積立金
（公共施設保全基金）

千円
９０，０００

①2022年から2038年までの中期財政見通しによる想定額 ： 163.2億円

②2022年から2038年までの建替・改修等事業の額 ： 156.8億円

③現時点で解体が必要な施設の解体費 ： 19.8億円

中期財政見通しによる算定額から不足が想定される費用は
①-（②+③） ＝ ▲13.4億円

2022年から2037年までの15年間で確保するため必要な1年あたりの額

13.4億円 / 15年 ≒ 9,000万円
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